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長崎県知事

長崎呉敦育長

長崎市長

長崎市議会議長

長崎市教育長

X勺門」 xh'1<'J覗/1'ιt.<し■'」川

中村法道

池松誠二

田上富久

野口逵也

1与キ哥^寸・

長崎市分析究理所の保存に関する要望について

標記の件にコいて、別添書類の如く、当該遺跡は学術上きわめて重要な内容をもっもの

でありますので、貴殿において、適切な保存の対策が速やかに講じられることを要望いた

します。

なお、当件の具体的な措置、対策について.は、 2017年12月16日(金)までに、ご回

答をくださるようお願いいたします。

'、.1.ー、ノ/ 1

埋文委第

2017年廷月

3 万'

1日

九州考古学会会長小池史哲

、別添書類

兇

J

一通

以上

連絡先

〒819・03飾癌岡市西区元岡7製

九州大学大学院比鞍社会文化研究院

塞層構造需座内九州考古学会事務局
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長崎県知事

長崎県教育長

長崎市長

長崎市議会摸長

長崎市教育長

,、ー'^"゛、""'ーーーΞ"、ー

中村法道

池松誠二

田上盲久

野口遮也

馬場豊子

1 ・翻&・.ゞ七二三'1'
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九州考古学会は、長崎市立仁田佐古小学校建て替え用地に所在する分析究理所跡の遺構の適

切な保存を、改めて強く要望します。

".牙'ミ=冥、

坪 闘.

29' 1乞,-4

秀・収弐隔
》ぢン

武 J

点

本会はずでに表記に小島養生所等を加えた同様の主旨の要望書を本年2月3'日に長崎県知事・
同県教育長.長崎市長'同市教育長に提出しています。これに対して、 3月8日に長崎市長から
遺跡保存への理解と、未調査部分にっいての予知的判断(「過構は残存していない可能性が高い」)
を示す回答をいただきました。その後長崎市が長崎(小島)養生所を文化財に指定され、保存計

画を示されたこどに敬意を表すものです。その後未調査部分(養生所に隣接する医学所・分析究

理所)の調査が進展し、 3月8日の回答で示された予知的判断と異なる新たな結果(分析究理所

の遺構が予想をこえてよく残存する)が明らかになりました。この結果をうけて審議された長崎

市文化財審議会の結論は、「遣構が残る範囲を史跡に加え指定範囲を拡大する」というものでし

た。しかし現在、このごと'に対する長崎市の行政的対応がなされないまま、学校建設にかかわる
最終判断が下される状況に,及んでいます。本会はこのことに危機感を覚え、九州考古学総会

(2017年11月26日)での合意をふまえて再度要望害を提出するものです0

長崎市分析究理所の保存に関する要望書

2D17年12月1日

保存を要望する遣構は、分析究理所の以下の部分です。

①西側石垣

②建物礎石等

③石段および敷地の石垣(北側、南側、石段に運結する部分)

九州考古学会会長

すでに史跡となった養生所に留まらず、一連の遺構が相互に関連してこれだけ残存している

遺跡が高い学術価値をもっことは言を俟ちません;ことに③の石段とこれに続く石垣は、当時の

医学生たちの生活の息吹をったえる貴重な資料といえます。遣構は全体が現物で保存されてこ

モ歴史的意味があり、たとえ3次元計測などの精密計測データ.を残し、遣構を移築再建したとし

ても、一度解体された造構は実物に代わるものではなく、逢跡の本質的価値は著しく損なわれま

す。長崎市におかれましては長崎市文化財審議会の判断を真埜に受け止め、遺構残存地区を追加
指定して、還跡全体の恒久的な保存を実現されますよう、本会は強く希望するものです。

九州考古学会は、分析究理所の邇構全体を医学・化学史ならびに教育史上の重要史跡と認識し、

遣構の本質的.価値を損ねる,ことなく小島養生所と一体的に現地保存することを重ねて要望いた

します。本遺跡群の保全が9月に才ランダ・ライデン市との姉妹都市締結を果たされたぱかりの

長崎市の国際的な信用にも関わることを含め、一層慎重にご判断されますことを希望いたしま

す。
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長崎市長

田上富久殿

長崎火学

薬学部長

長崎大学

築学部同窓会長

分析窮理所遺構の調査、保存、活用にっいての要望轡

このたび小島養生所跡地の発掘鯛査において「分析窮理所」が発見されたことを受け、分
析窮理所遺構保存に関する要望婁を提出させていただきたく存じます。

長崎は古くから淘外に開かれた地であり、'日本の近代薬挙の歴史も長崎出島を迹じたオ
ランダとの交流から始まりました。長崎火学薬学部の前身は、 1890年(明治23年)に
創立された第五高等中挙校医学部葉学利であり、その長い歴史の中において、これまで20

08年(平成20年)にノーベル化学賞を受賞されました下村'脩博士を筆頭に多くの優秀
な人材を輩出してきました。一方で、 1865何三(慶応元年)に設股され日本の自然科瑩.

薬学の源流であり、理化挙の教育や突験を行っていた分析窮理所が長崎大"禦坐部の起源
の1つであるという意児もあります.分析窮理所の詔査が逃み、我が国の自然利.覺.薬Mの
原点が長崎火学薬挙部であることが証明されれぱ、長崎大学梨学部の歴史的な評価"高ま

ります0 またそのことは、長崎市内や全国から向然科学イ薬学を志す優秀な畳生が長崎ナ門
架学部に集まることに繋がり、地域医療貢献や科学技術による地域産業活性化を邇じて、長
崎市の発展にも貢献していくことも痢待されます.また、長崎火学薬学邦の教職員や"邦学
生、火挙院生な.らびに開学以来8,000名を数える長薬同窓生の励みにもなると寺えられ
ます.そうした際に、分析窮理所造構の現地における見える形での保存、全面的な調査が必
要不可欠です。

(

UUO 01廿ι斗」ι

平成29年10月25日
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分析窮理所で教師を務めたハラタマ、ゲールツは、我が国の近代科.当.薬学の発展におい
て極めて里要な役割を果たしました.まず、オランダ陵軍軍医であったボードゥインのもと
1865年(慶応元年)養生所は特得館と改称し、 10月に物理;化学などの基礎利.当教太
機関である分析窮理所が設鼠されました.1866年(慶応2年)、5月、オランダノハータ
マが来日じ、分析窮理所の教師として、化学・物理挙・薬物学.鉱物学.柚物当などの自然
科学を講義し、また、実験を中心にした理化学を教授しました。この後、ハラタマは、 1'
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69年(明治2年) 5月に開校した大坂合密局に招鴫されました。大坂合密・局は第三高等学

校となり、後の京都大学の源流となりました。ハラタマは日本近代化学の父とも称されてい

ます。 1869年(明治2年)に薬学、理化学、植物学を専門とするオランダ人ゲールツが

日本政府の招鵬で来日し、分析窮理所で物理、化学、髪何学を教授しました.ゲールツは、

1873年(明治6年)に長崎税関の委嘱にょり輸入キニーネの分析を行い、.その鑑定報告

に添えて粗悪な輸入薬品の取締りと藁品献験所の必要性を建議しました。長崎医学校で校

長を務めたことのある長與専齋衛生局長はこの巡言をとりあげ、薬品検査機関として司薬

'場が設置されまレた" 1875年(明治8年)、長與専齋は、日本薬局方の必聾性から、京

都司察場監督のゲールツに国本薬局方草案作成の内命を与え、局方制定のための準備を進

め、草案をまとめていきましだ。.1883年(明治16年) 8月30日、薬局方の成立をみ

ることなくこの草案作成中にゲールツは急性の病により横浜の地で40年の生涯を閉じま

した。日本薬局方草案作成事業は、長崎司薬場にも務めたことのあるオランダ人エイ.クマン

が引き継ぎ、 1'886年(明治19年) 6月25日、日本薬局方の初版が交付されました.

これは、近代的な体裁を持つ局方としては束洋で初めで世界では21番閏にあたる国定局

方でした。また、ゲ」ルッは187.7年(明治10年)から 18 79年(明治 12年)にか

けて日本全土でコレラが大流行した際、長與衛生局長を助け防疫対策を実行し、伝染病予防

規則の制定を促すなど.今日の衛生行政の基礎を確立しました。国立医薬品食品衛生研究所

は、東京司薬場を源流とした日本国内で最も古い国立試験研究機関であり、所内にはゲール

ツの薬那行政、保健術生の発展に対する功績をたたえ、顕彰碑が建てられています.このよ

う1こ、国本の近代教育、司薬場の建儀と設置、日本薬局方の制定、衛生行政の確立には、分

析窮理所やそこで教鞭をとっ,たオランダ人教師が大きな役割を果たしました。以上の理由

において、我が国の近代の自然科学・薬学発展における分析窮理所の文化財としての価値は

計り知れないものがあります.したがって、分析窮理所遺構の現地における見える形での保

春・全面的な詔査を強く要望致しま.す.

長崎市は'江戸,明治時代を通じて、我が国における近代の自然利,学・薬学の発展に重要

な役割を果たした歴史的な価値を有している都市ですが、原爆投下による被害の影響もあ

るためか、残念ながら遺構と言えるものが少ないのが現状です。このような文化的価値が高

い分析窮轡斤を保存し、医学所を含む小島挫生所遺描と併せて、分析窮理所に関わったハラ

タマ、ゲールツ、医学所を含む小島養生所に関わったポンぺ、ボードウィン、松本良順、長

與専齋など日聞の功績者に関する当時の写真や遺構の資料を展示する資料・館を現地に建設

するなど活用し、長崎が近代の自然科学・薬挙や医学の発展に果たした役割やそれに対司、る

オランダの貢献と感謝の意を国内外に発信して欲しいと願っています.それにより、オラン
、゛

ダとの交流の紳や長崎市民の誇りが増える・ことに繋がるものと思います。とりわけ、長崎の

将来を担う子供たちへの地元への愛着、自然科学・藥学や医学に対する想いに与える影饗は

大きいものと思われ、長崎から第2、第3の下村博土を誕生させる契機になって欲しいと願

つて胎ります。以上、分析窮理所遺橋の活用を強く要望数レます。
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長崎市長

田上 富久 様

,YU.40 / 1

2015年10児、長崎市佐古小学校の建て替えに伴う長崎市文化財課の発掘調
査にとって、敷地内に小島養生所の痕跡を示す物品が発見されました。また、
その後の鯛査でも養生所北棟の一部が発見され、さらに佐古小学校の敷地周囲
を巡らす石垣には、養生所開設当時に積まれた石垣が部分的に残っているとと
が明らかになりました。

わが党に戈いても、この事実にいち早く注目し、党内に霜いてその価値を共
有するとともに、これまで長崎市ならびに長崎大学とも連携し、昨年の市議会
U月定例会に霜いては、山本信幸議員が質問を行うなど、保存に向けた取り組
みを行0ているととろです。

どくに、昨年12河 15日、長崎犬学・下川勃医学部長から、公明党長崎県本
部顧問.秋野ノ公造参議院議員を介し、.文化庁へ要望を行ったところ、同庁の中
岡次長より「国の登録文化財として、一部露出展示などを行うととは有意義だ」
との見解も示されました。

つきましては、これらの経緯を踏まえ、長崎市佐古小学校數地内の養生所造
構の保存にっいて、下記の通り、具体的な要望をいたします。

LI

平成29年1月11日

「菱生所遺キ茸」の調査、保存、活用に関する要望

公明党

代

、

長崎県本部

芋吋叫麻生

叫難刈1
一伽粘■

'.、」^゛ー
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要望事項

(1)既牝発掘羽査がほぼ終了した菱生所跡地にっいては、適切な保存方策を
講じるとどもに、世界的歴史遺産どして一部露出展示を行い、将来にわ
たって活用するとと

(2)鯛査が未だ不十分と考えられる医学所および分析窮理所等跡地にっいて
は、追加調査を行い、石垣の価値を十分に検討tるとどもに、新たな遺
講が発見されれぱあわせて適切な改善保存方策を講じるとと

(3)重要な歴史遺産としての公的な認知を得るため、国の文化財登録もしく
は市の史跡指定など、将来の造構保存・活用に向け最適切な手続きを行
うこと

(4)今後の「養生所造構」の保存、活用方策の検討を、長崎市と長崎大学懐
働事業として実施tるとと

以上
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1『長崎市歴史文化基本構想』(平成27.1
1年3月)「本編」よりオランダ関連の単語 1
1と文脈を原則として全て抜き出しました。:
1^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

『長崎市歴史文化基本構想』(平成27年3月)「本編」に於けるオランダ関連記述の態様一覧表
2m7年(平成27年)9月16日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

目次

0

き.

イ,
!11 1「長崎の歴史文化の特性」

長崎'一竹「)ま1ホ①樹血愈吟訪1- 11^・ーーー."
.11 じり.1轟繊繊1""ヤ17'f

1 .

01 剖

特性GテーマG-2近代造船遺産

特性DテーマD-1西洋文」ヒの唯一の窓百1 1
111②艇鄭朧抑鵬

特性1テーマ1-2長崎の伝統芸能・行事・生活文化

記述項

^

「特性が対応する範囲のイメージ」
Dみなと長崎一海外との窓口

ーー、、ー、、

1 !

1 1
1 1

たそれぞれの食文化が融合されて、長崎独特の味覚とし
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